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19 世紀中期の大英帝国のアジア外交政策の実質的な決定者であった、外務省事務次官エドムンド・ハモン

ドと駐日公使パークスとの書簡集シリーズの第 2 巻は、明治維新期 1869 年～ 1872 年間の書簡を収録します。

　大政奉還から明治政府の成立に影響力を及ぼしたパークスは、普仏戦争や駐日フランス公使として外交

力を発揮していたロッシュの帰国、南北戦争からの立ち直りに時間を要していた米国などライバル国の影

響力の低下もあり、明治日本と西洋間の外交の中心人物として新政府の国際社会での承認に大きな役割を

発揮します。

　本巻は英国公文書館に残されている私信（準公文書）約 90 点の翻刻と注釈に加え、パークスがハモン

ドへの報告に言及した資料 4 点を合わせて収録します。その中には、ミトフォードとシーボルトが英訳し

た明治政府の文書、F. O. アダムスによる日本の養蚕地訪問記、パークスが英国議会の委員会で行った外交

実務に関する陳述書の翻刻など、ハモンドへの書簡の中で言及されている重要な資料が含まれます。
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19 世紀外交に関する宝庫中の宝庫　―「ハモンド文書」について

佐野真由子（京都大学）

エドムンド・ハモンド（1802-1890）は、19 世紀イギリス外交、とりわけアジアへの展開を担った最重

要の人物と言ってよい。高名な外交官を父に持つエリート官僚として外務省の中枢を歩み、1840 年代

からは、中国やロシア、中東・北アフリカなどを所管する部門を統括。1854 年に外務事務次官の地位

に就いたのちも、アジア方面の主要な政策課題について実質的な決定者であり続けた。それはほかでも

ない、「対日外交」という領域が新しく登場した時期でもある。

　これらの地域に駐在する歴代のイギリス代表らは、公式文書とは別に何か伝えたい事情、率直に訴え

たい問題を抱えたとき、ハモンドに私信を宛てた。ハモンドは直接返書を記すだけでなく、国内の高官

と私信を交わして解決策を探ることもあった。そうしたハモンドの私文書・準公文書からなる “Hammond 

Papers”(FO391) は、イギリス国立公文書館（The National Archives）が所蔵する膨大な外務省 (FO) 文書

のなかでも、19 世紀外交に関する宝庫中の宝庫である。

　にもかかわらず、「ハモンド文書」はこれまでの研究上、「日本」「中国」など国名で管理される外務

省の公文書群と比べると、十分に活用されてきたとは言い難い。このたび、明治維新を挟む数年間にハ

モンドと駐日公使パークスとの間で往復した私信について、FO391 外からも補完しつつ、翻刻出版が手

がけられるという。直接その時期の日英関係研究に資することはもとより、「ハモンド文書」の重要性、

さらには外交史研究においてこのような私文書を併せ読むことの意義がより広く共有されるうえで、大

変貴重な一歩である。


